


出典：厚生労働省 過労死等防止対策啓発パンフレット 
    「健康で充実して働き続けることのできる社会へ 『過労死ゼロ』を実現するために」より抜粋して大西健介事務所で作成 
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脳・心臓疾患に係る労災認定基準においては、週40時間を超える時間外・休日
労働がおおむね月45時間を超えて長くなるほど、業務と発症との関連性が徐々
に強まり、発症前１か月間におおむね100時間又は発症前2か月間ないし6か月
間にわたって1か月当たりおおむね80時間を超える時間外・休日労働が認めら
れる場合は、業務と発症との関連性が強いと評価できるとされています。 

〇いわゆる「過労死ライン」とは 

パネルの写し 



働き方改革実現会議名簿 

労政審は労働者代表と使用者代表が同数。 
働き方改革実現会議は経営側７人に対して労働側は１人だけ。 

出典：厚生労働省ホームページ 労働政策審議会委員名簿（平成28年8月19日）、首相官邸ホームページ 働き方改革実現会議 「働き方改革実現会議の開催 
    について」 （平成28年9月26日）より抜粋して大西健介事務所で作成 
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労働政策審議会名簿 
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パネルの写し 



出典：日本労働組合総連合会労働法制対策局作成資料（2015年7月30日民主党（当時）厚生労働部門勉強会配布資料）より抜粋して大西健介事務所で作成 
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